
＜ 水辺公園のトンボ ～②オオイトトンボとムスジイトトンボ ＞

水辺公園のトンボ。今回は、互いによく似た、オオイトトンボとムスジイトトンボです。
た が い

上は、オオイトトンボのオス。複眼の後ろに水色の水滴もようがあり、その間を細い線が結んで
ふくがん すいてき

いるのが特 徴。また、胸部（きょうぶ）の黒い線は全体が黒く、その中に淡い部分はありません。
とくちょう あ わ い

オオイトトンボのすぐ近くを、連結しながら飛んでいる
れんけつ

イトトンボがいました。オスのほうを見て、「オオイトトン

ボだ。」と思って写真を撮りましたが、帰宅後、写真の整理をしていて、間違っていることに気がつ
と り

きました。ネット（『神戸のトンボ・トンボ成虫標本箱』http://www.odonata.jp/03imago/index.html）で

調べ、ムスジイトトンボであることが分かりました。それにしても、前号のアオモンイトトンボ、

アジアイトトンボといい、今回のオオイトトンボ、ムスジイトトンボといい、彼らはいったいどうや

って、同じ種類なのかどうかを見分けているのでしょうね？とても不思議です。【理科支援員：宮内】
しゅるい ふ し ぎ
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